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	本稿は報告論集の執筆要領について述べるものである。

（2〜3行程度で論旨の最も重要な点をここに記すこと。適宜改行中寄せ）

概要

概要はここから書き始める。概要は日本語で400文字程度とする。本文は全角文字の場合「明朝」，半角英数字の場合は「Times」系を用いること。フォントの大きさは10.5ptとする。見出しは全角文字の場合「ゴシック体」，半角英数字の場合はArialなどの「サンセリフ書体」で，10.5pt，太字とする。見出しの前には一行空行を挿入し，見出しの後は空行無しで本文を始めること。段落の始まりは，全角2文字文スペースをあけること。各レベルにおける見出しの付け方は以下を参照すること。キーワードは関連の深い用語を三つ記載すること。句点は「，」，読点は「。」を用いること。その他，本テンプレートに記載のない点はAPA第7版に準ずるものとする。寄稿の段階から氏名および所属，謝辞は入れてよい。ページ番号は付さないこと。
（空行）

Keywords: 動機づけ・尺度作成・大学生

（空行）
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1. はじめに
大見出しはこのようにする。本文はここから始める。
（空行）
1.1 次に

中見出しはこのようにする。本文はここから始める。
（空行）
1.1.1 更に

小見出しはこのようにする。本文はここから始める。
（空行）
（次頁に続く）
図1（左寄せ・太字）
図のタイトルは左寄せで太字にしない。フォントはゴシック10.5pt。適宜改行を入れ，美観を保つこと。図本体は左寄せ。
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注：注は左寄せ。図本体も左寄せ。その他の詳細はAPA第7版7.22から7.36（pp. 225–250）を参照すること。
（空行）

表1（太字・左寄せ）
全変数における記述統計量（太字にしない・左寄せ）

	変数
	n
	M
	SD
	95% CI

	変数1
	200
	50.13
	10.12
	[47.21, 51.34]

	変数2
	200
	50.32
	10.21
	[47.91, 51.34]

	変数3
	203
	50.21
	10.31
	[47.31, 52.51]

	変数4
	202
	50.21
	10.45
	[46.21, 54.35]


注：表本体は左寄せ。表本体はウィンドウ幅に合わせるなどして美観を保つこと。表中の全角文字はゴシック体，半角英数字はArial。その他の詳細はAPA第7版の7.8から7.21（pp. 199–224）を参照すること。
（空行）

注

1. 脚注はつけない。このような形式にする。
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